
 

  

～今だから自治会～ 

 

 

 

 

 

 

 

「遠くの親戚より近くの他人」と言われているように、いざというときに頼りにな

るのがお隣やご近所の方々ではないでしょうか。 

 自治会は、縁あって同じ地域に住む人たちが、互いに手を携え、支え合いながら、

明るく和やかで住みよいまちづくりのための活動を自主的に行っている、私たちに最

も身近な住民組織です。 

 あなたも自治会に加入して、地域の諸問題を一緒に解決し「安全・安心なまちづく

り」を進めましょう。 

 

 「自治会加入のメリットがわからない」との意見をよく耳にしますが、自治会の活

動は、個人のメリット・デメリットだけで片付けられるものではありません。「どん

なメリットがあるのか」ではなく、「加入して地域をもっと良くしよう」と考えて行

動し、より良い地域づくりのために「あなたの力」を貸していただきたいのです。 

 

  さあ、一緒に行動しましょう !!

 

自治会に加入しましょう 

ずっと住んでみたいまちを目指して 



 

 自 治 会 に つ い て  

 

 

はじめに 

 近年、核家族化、少子高齢化の進行、犯罪の増加などにより、私たちを取り巻

く環境は大きく変わってきています。それに伴い子育てや福祉、防災や防犯など

地域社会が抱える課題も多岐に及んでいます。 

 

 

自治会とは？ 

 地域の人たちが、自分たちにとって住みやすい地域づくりを目指して、個人

の力では解決することが大変な問題である、地域内で生活するうえでの問題、

環境美化、防災防犯や福祉といった様々な問題の解決に取り組むとともに、お

祭りや球技大会等のレクリエーションを通じて、地域の連帯感の向上を図る自

主的な団体です。 

 自治会は、そこに住んでいる誰もが住んでよかったと思えるような地域社会

の実現に向け、地域全体の様々な課題を協働して解決していく場であると同時

に、住民相互のコミュニケーションづくりの中心となるものです。 

 



自治会の活動は？ 
① 原則月１回、村の「地域づくり連絡員」が自治会長宅に伺い、行政・学校・

警察等からの情報を自治会回覧物・配付物としてお届けします。自治会員に

は、自治会長から回覧・配付でその情報を周知します。 
また、自治会内の情報も円滑に自治会員に周知されます。 

② ゴミ集積所の管理を行い、集積所をきれいな状態に保ちます。 
③ 道路側溝の清掃や地域のゴミ拾い等の環境美化活動を行います。 
④ 自治会員の親睦と交流を深めることを目的に自治会でお祭り・球技大会等の

レクリエーションを行い、住民間のコミュニケーションづくりを行います。 
また、子ども会や老人クラブの育成を図ります。 

⑤ 万一の災害に備え、自主防災組織をつくり防災訓練を実施し、災害に強い地

域づくりを進めます。（自主防災組織を設立する自治会も増えています） 

⑥ 子どもの安全を守り、不審者による犯罪防止のための防犯パトロールを実施

します。 
⑦ 福祉活動として赤い羽根共同募金・日赤社資募集などの取りまとめを行いま

す。 
 
 
こんなことでお困りではありませんか？ 

     ・村の催し物やお知らせといった情報が入手しにくい。 
     ・ゴミの集積所が汚れていたり、収集日ではないゴミが捨てられた 
      りしている。 
     ・家の近所の夜道が暗く、危ない。 
     ・家の前の側溝清掃をしたけれど、すぐにゴミが堆積してしまう。 
     ・近所にどのような人が住んでいるかわからず不安だ。 
     ・災害が起こった時、どうしたらいいだろう。 
 
 



自治会加入のメリットは？ 
 
―自治会加入のメリット― 
《情報》 
○村からの広報等の行政情報、学校や警察からの広報を月１回、回覧及び配付

で受けられます。また回覧及び配付の際、地域づくり連絡員が自治会長宅に

訪れますので、自治会長を通じて村へ要望することが容易になります。 
○ニュース等の情報は、新聞やインターネットで知ることができますが、地域

の情報は自治会の集会や近所の口コミでしか伝わりません。 
《環境》 
○ごみの集積所の管理を自治会のルールで行うことで、 
気がついた人が掃除するといった１人への負担が減り、 
きれいな状態を保つことができます。 

○自宅前の道路側溝の清掃を行う際、複数の家で行うことで効率的に実施でき

ます。また、役場が側溝のふた上げ機を貸し出していますが、１軒１軒が役

場に借りに行く必要もなくなります。 
《防犯》 
○近所づきあいも増え、近所の人の顔を知り、家族構成等もわかることで犯罪

防止につながります。 
《防災》 
○大規模災害が発生した場合、警察・消防・役場等も被災します。また被災に

よる負傷者や火災も多数発生することが予想できます。そういった際には、

近所に住む人同士が助け合い、負傷者や要援護者の救助・火災の初期消火を

行うことになります。自治会を自主防災組織としても機能するようにしてお

くことで、万一の災害が起こった際も自治会単位での対応が可能となります。 
○近所でお互いの家族構成等がわかっていれば、 
誰が避難していないかといったことがすぐに 
把握できます。 



《コミュニケーション》 
○自治会では、集会やイベントがあります。そのような場で、同じ自治会員の

人達と言葉を交わすことで、ご近所の多年代にわたる友人や知人が増えます。

生活していて困ったこと、地域のルールや冠婚葬祭等でわからないことがあ

った時、相談できる人が近所にいることは心強いことです。 




